
令和元年度 第１回 市川市自立支援協議会 

 
 

日 時：令和元年５月３０日（木） 
午後１時３０分～３時３０分 
 

場 所：急病診療・ふれあいセンター 
２階 第２集会室 

 
 

会 議 次 第 
 
 

１  開会 
 

２  連絡・報告事項 
 

３  各専門部会・障害者団体連絡会の状況について 
 

４  地域生活支援拠点等について 
 
５  人材確保に向けた自立支援協議会の取組について 

 
６  閉会 
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委員氏名 団体名 委員分類

1 朝比奈　ミカ 中核地域生活支援センター　がじゅまる 相談支援事業者

2 長坂　昌宗 基幹相談支援センター　えくる 相談支援事業者

3 松尾　明子 基幹相談支援センター　えくる 相談支援事業者

4 近藤　薫 社会福祉法人南台五光福祉協会　やまぶき園 相談支援事業者

5 内野　智美 一般財団法人市川市福祉公社 相談支援事業者

6 圓山　祐生 社会福祉法人佑啓会　市川市そよかぜキッズ 相談支援事業者

7 水野　庸子 一般財団法人市川市福祉公社 サービス事業者（訪問系）

8 森田　美智子 社会福祉法人いちばん星 サービス事業者（日中活動系）

9 武田　陽一 社会福祉法人市川レンコンの会 サービス事業者（居住系）

10 磯部　利江子 社会福祉法人一路会 サービス事業者（地域生活支援事業）

11 永井　洋至 アクトレゾナンス合同会社 サービス事業者（地域生活支援事業）

12 小原　邦子 千葉県市川健康福祉センター 精神保健福祉関係者

13 髙木　憲司 和洋女子大学 学識経験者

14 西村　拓士 障害者就業・生活支援センター　いちされん 就労支援関係者

15 廣田　聖 福祉的就労担当者会議 就労支援関係者

16 植野　圭哉 障害者団体連絡会 障害者団体

17 木下　静男 障害者団体連絡会 障害者団体

18 田上　昌宏 障害者団体連絡会 障害者団体

19 西口　美恵子 障害者団体連絡会 障害者団体

20 谷藤　利子 障害者団体連絡会 障害者団体

21 飯作　吉民 障害者団体連絡会 障害者団体

22 山﨑　泰介 社会福祉法人市川市社会福祉協議会 権利擁護・地域福祉関係者

23 堀江　弘孝 市川市民生委員児童委員協議会 権利擁護・地域福祉関係者

24 保戸塚　陽一 こども発達支援センターやわた 障害児支援関係者

25 川端　佐知子 須和田の丘支援学校
障害児支援関係者

（特別支援学校関係者）

市川市自立支援協議会　委員名簿（令和元年度）



就学前の障害児の発達支援の
無償化に係る方針について

厚生労働省社会・援護局

障害保健福祉部障害福祉課

社会保障審議会障害者部会

第93回(H31.02.22) 資料３
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○新しい経済政策パッケージ（平成29年12月８日）（抄）

障害児の発達支援に係る閣議決定事項等

１．幼児教育の無償化

（具体的内容）

子育て世帯を応援し、社会保障を全世代型へ抜本的に変えるため、幼児教育の無償化を一気に加速する。広く国民が利用している３歳から５歳までの全ての子供達の

幼稚園、保育所、認定こども園の費用を無償化する。なお、子ども・子育て支援新制度の対象とならない幼稚園については、公平性の観点から、同制度における利用者負

担額を上限として無償化する。（略）

（実施時期）

こうした幼児教育の無償化については、消費税率引上げの時期との関係で増収額に合わせて、2019年４月から一部をスタートし、2020年４月から全面的に実施する。

また、就学前の障害児の発達支援（いわゆる障害児通園施設）についても、併せて無償化を進めていく。（略）

○経済財政運営と改革の基本方針2018（平成30年６月15日）（抄）

１．人づくり革命の実現と拡大

（１）人材への投資

①幼児教育の無償化

（略）

このほか、就学前の障害児の発達支援（いわゆる「障害児通園施設」）については、幼児教育の無償化と併せて無償化することが決定されているが、幼稚園、保育所及

び認定こども園と障害児通園施設の両方を利用する場合は、両方とも無償化の対象とする。（略）

（実施時期）

無償化措置の対象を認可外保育施設にも広げることにより、地方自治体において、幼稚園の預かり保育や認可外保育施設の利用者に対する保育の必要性の認定に関

する事務などが新たに生じることになることを踏まえ、無償化措置の実施時期については、2019 年４月と2020 年４月の段階的な実施ではなく、認可、認可外を問わず、３

歳から５歳までの全ての子供及び０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子供について、2019 年10 月からの全面的な無償化措置の実施を目指す。

○幼児教育・高等教育無償化の制度の具体化に向けた方針（平成30年12月28日）（抄）

４．就学前の障害児の発達支援
○ 就学前の障害児の発達支援についても、併せて無償化を進める19。具体的には、満３歳になった後の最初の４月から小学校入学までの３年間を対象に、児童発達支
援、医療型児童発達支援、居宅訪問型児童発達支援及び保育所等訪問支援を行う事業並びに福祉型障害児入所施設及び医療型障害児入所施設の利用料を無償化
する20。
また、幼稚園、保育所又は認定こども園とこれらの発達支援の両方を利用する場合は、ともに無償化の対象とする21。

19 就学前の障害児の発達支援の無償化に係る財源については、現行の障害児福祉サービスの制度と同様、一般財源とする。また、初年度に要する周知費用やシステム改修費について全額国費
で負担する。

20 障害児入所施設は、入所している障害児に対し、日常生活の指導や知識技能の付与など、通所型の児童発達支援と同様の支援を行っていることから対象に含める。
また、基準該当児童発達支援事業所及び共生型の特例により指定を受けた児童発達支援事業所も対象とする。

21 認可外保育施設等と併用した場合も同様（認可外保育施設等については上限額あり）。 - 2-



就学前の障害児の発達支援の無償化に係る方針について

満３歳になった後の最初の４月から小学校入学までの３年間

１．対象期間

・児童発達支援事業所
・医療型児童発達支援事業所
・居宅訪問型児童発達支援事業所
・保育所等訪問支援事業所
・福祉型障害児入所施設
・医療型障害児入所施設
※幼稚園、保育所又は認定こども園と上記の発達支援を利用する場合は、ともに無償化する。
※障害児入所支援を行う指定発達支援医療機関についても対象とする。
※基準該当児童発達支援事業所及び共生型の特例により指定を受けた児童発達支援事業所も対象とする。
※措置による場合も無償化の対象とする。

２．対象施設

○ 就学前の障害児の発達支援の無償化については、現行の障害児通所給付費、障害児入所給付費等と同様
に、消費税財源ではなく一般財源により対応。

○ 障害児入所給付費等国庫負担金の算定に当たっては、障害児の発達支援の無償化に要する費用について
も所要額に含めて交付申請を行う。
（国と地方の負担割合は、これまでと同様、障害児通所給付費：国1/2、都道府県1/4、市町村1/4、障害児入所給付費：国1/2、都道府県1/2）

○ 初年度に要する周知費用及びシステムの改修経費については、別途、国庫補助を予定。

３．財政措置

（平成30年12月28日付け事務連絡）

- 3-



相談支援部会       
R元年 5.30 

部会開催日：4/11,5/9 
 
（1）連絡事項  

  ・支援課新年度体制 
   [委員]やまぶき園 三浦委員→近藤委員 
   [事務局]主幹：池澤氏→野口氏  部会担当：宮嶋氏→夏見氏 
  ・えくる新年度体制及び相談対応分類について 
  ・H30年度 計画進捗 

   
 
 
 
 
   

 ・障がい児の発達支援の教育無償化に係わる方針について 
   対象施設：放課後等デイサービス以外 

  
 （2）相談支援部会関連会議からの報告 別紙参照 
  ①市川障害児者相談支援事業所連絡会（IS-net） 
  ②権利擁護連絡会 
  ③精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業 
   明記されている事務局欄の市川保健所を抜く（側面的支援のため） 
   ⇒県の事業なのに保健所が主体ではないのはおかしいのでは？という意見が上がった 
   5/24 実務者会議予定 
  ④高次脳機能障害児者サポート会議 
   5/28 18：00～ 開催予定 事例検討、地域課題について 
  ⑤拠点WG 
   5/13 開催予定 
 
 （3）事例 
    団体連絡会 植野氏による事例提出 
    他市ケース 4事例 
    
 （3）今年度の取組について  
  〇ガイドライン改訂 7月までに改訂内容決定 11月中旬に完了予定 
  〇ガイドライン研修 
   日程 12/13（金）,1/17（金）,2/21（金） 14：00～17：00（会場：12－18） 
   場所：全日警第 3会議室 
  ・虐待事例（GSV資料 No12,27等） 

・後見人と CMの役割分担について、保証人について（GSV資料 No11,42等） 

 計画作成 セルフプラン 合計  

障害者 
1,864 801 

2,485 ほぼ横ばい 
67.8％ 32.2％ 

児童 
188 894 

1,082 セルフが増えている 
17.4％ 82.6％ 
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・次回内容についての提案を行い 7月までに内容決定 
  〇今年度の取組 
  ・分野横断連携（GSV資料 No16,19,20等） 
  ・高齢障害者の福祉サービス・GH 
   ＊庁内の連絡会（地域包括ケアシステム）で“住まい”の部門にて障害者のニーズ課題

も上げていく 
   ＊65歳を過ぎてからの利用開始について 

B型（働きたい人もいる）GH（入所を拒む人もいる） 
     ⇒次回の検討課題 
   ＊“共生サービス”相互乗り入れ可能なサービスをピックアップし検討、社会福祉審議

会に提案してはどうか 市独自サービスの新設（福祉サービスのコストダウンに
なる） 

・人材確保、相談支援体制整備に係わる取組 
＊相談支援専門員の質（GSV資料 No11,13,17,21,22,29,42,46,47,50,51等） 

    サービス事業所対応：一度も連絡がない。計画書が届かない 
    公正中立：法人のサービス利用の圧 利用者の権利を守る 
   ＊後見 促進法に伴う研修 
   ＊相談支援専門員 増員検討 先進的な取組をしている地域の情報収集や視察など    
 

〇GSV 体制検討 
    昨年度より、受け皿に市川障害児者相談支援事業所連絡会（IS-net）を新たに加え

ることとなった 
 



IS-net 活動報告 
 

【幹事会】 
  

１．日時 ： 平成３１年 ４月 １９日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．場所 ： 急病診療ふれあいセンター３Ｆ支援ルーム 

 
３．内容 ： ①各担当より報告・連絡 

         

②事務局より 

 ・総会資料の内容について、事業報告、決算報告、事業計画案、予算案、等確認する。 

        ・情報交換会について→障害者支援課職員から以下について情報提供の予定 

①介護福祉サービスと障害福祉サービスの併給について 

                   ②相談支援事業の加算申請について 

③会長より 

        ・今年度で任期が終わる役員の後任について、保戸塚会長、近藤、三浦で次期幹事を選出する。 

          年末から年始にかけて令和２年度からの幹事については決定したい。 

        ・ＧＳＶのスーパーバイザーとしてＩＳ－netより参加してほしいと依頼あり。 

         ７月までの参加者を決定する。８月以降の参加者については７月の幹事会で決定する。 

          ４月２５日（木）サンワーク 石原  ５月１６日（木）レンコン 田邉 

          ５月２３日（木）ＡＣＴ 上田    ６月２７日（木）福祉公社 内野 

          ７月１８日（木）リンク 佐藤    ７月２５日（木）ＣＡＮ 市坪 

                                          （敬称略）     

 

        ④その他 

        ・就労継続支援Ｂ型事業所開設・・・ＮＰＯ法人キルト・ビー 

福祉の家 ビーふらっと 

 

        ・定期総会・情報交換会 ５月２９日(水) １３：３０～定期総会 

                            １４：１５～情報交換会 

市川市勤労福祉センター本館 ２階会議室 

 

 ・次回幹事会 ７月１９日（金）１０：００～１２：００ 

        急病診療ふれあいセンター３Ｆ支援ルーム 

以 上 



市川障害者権利擁護連絡会報告 

令和元年 5月 22日 本会用 

1． 定例会報告 

・日時  3月 20日 午後 1時から 全日警ホールにて 

・参加者 社協後見相談担当室（山崎さん、伊達さん）、家族会 

     八幡学園 保戸塚さん 

     やまぶき園 三浦さん 

・内容 

① 成年後見利用促進法における新たな動きについて 

 ・親族後見の見直し 

      親族後見の割合が 3割を切っているが、今後は、親族後見を見直し、もっと認めてい

くという最高裁の方針。 

    ・本人情報シートの作成 

医師の診断書に加えて、「本人情報シート」（本人の生活状況をよく知る福祉関係者が

記載することになっている）が裁判所に提出されるようになる。 

    ・後見報酬額についても、最高裁が通知。見直しが検討される。 

 

② 今後の連絡会家族会の活動について 

・上記の動きに関連して、計画相談の担当者と後見を担う人との連携の必要性について話

し合った。 

・保戸塚さんから 主に未成年後見について 

・三浦さんから  やまぶき園における後見利用の実際について。（やまぶき園ではすで

に 25％の人が後見制度を利用している。） 

・山崎さんから  本人情報シートの考え方など、新しい動きについての説明。 

・今度の活動として 

イ． 計画相談の担当者向けの後見に関する研修会（促進法とそれに伴

う新たな動きについて）が実施できないか。実施の方法・時期な

どについては、相談支援部会に提案し、話し合うこととする。 

ロ． 「計画相談と後見」など、本人・家族・それぞれの担当者による 

 研修会の実施を考えていく。 

 

2． 今後の予定 

 ・次回定例会  5月 30日（木）午後 1時から 男女共同参画センターにて 

         主に、後見相談担当室より現況報告・後見セミナーの内容について 

  研修会に向けての話し合い 6月 13日（木）午後 1時から 全日警ホールにて  

         上記②のロについての話し合いを行う。         以上                                   



令和元年 5 月 30 日（木） 
第１回自立支援協議会資料 

（4 月、5 月相談支援部会報告分） 
 

 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業からの報告 

 

平成 31年度の計画（案） 

① 圏域内病院等を対象に退院ニーズ等のアンケートを実施 

⇒地域移行支援の利用へとすぐにつなげられるケースだけでなく、退院ニーズのあるケ

ースを広く把握出来る内容としたい 

② アンケート結果をもとに、退院支援の具体的な検討 

⇒支援開始時期や、担当をする機関など決め、病院へとさらなる聞き取りを行う 

③ 退院ニーズに対して、地域の受け入れ資源調査 

⇒安全な受け皿とは？どのような資源が必要なのか？どれだけ増やす必要があるのか？ 

④ その他の活動 

・中山病院の院内研修 毎年職員向けだが、入院患者向けにも企画したい 
  ⇒長期入院の体験談を話せる当事者を活用 
・病院職員向けの地域の事業所見学会 
  ⇒これまでは年 1 回 3 法人で開催 
   回数増やしてほしいとの声もあり、年 2 回の実施も検討 
・『Ｕ＆Ｉ地域移行（掘り起こし）プロジェクト』の再開準備 
  ⇒基幹とサンワークの協同で行っていたが、内容の練り直しは必要 
・障害分野と介護分野（高サポ）と地域移行支援の研修会 
 

平成 31 年度 市川圏域精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業 

年間予定（案） 

                              ※事務局：サンワーク 
回数 日程 内容 場所 構成メンバー 会議名 

1 5/24 
（金） 

① ケアシステムについて行

政説明 
② 市川圏域の事業計画、取

組予定 
③ 退院ニーズアンケート内

容の協議（たたき台をも

とに） 
④ 事例紹介（障害・介護併

走ケースまたは 65 歳以

南八幡ワ

ークス 
県 
市 障害 
  介護 
病院、事業所 
基幹、中核 
ピアスタッフ 

実務者会議 
 
市川 
浦安 
（共同） 



上の地域移行支援のケー

ス） 

2 8/ ① 退院ニーズアンケート結

果の共有 
② ケースの担当決め、ケー

ス検討 
③ 受け入れ資源調査内容の

検討 

南八幡ワ

ークス 
市川市 障害 
    介護 
病院、事業所 
基幹、中核 
ピアスタッフ 

実務者会議 
 
市川 
（単独） 

3 8/ ① 退院ニーズアンケート結

果の共有 
② ケースの担当決め、ケー

ス検討 
③ 受け入れ資源調査内容の

検討 

浦安市ソ

ーシャル

サポート

センター 

浦安市 障害 
    介護 
病院、事業所 
基幹、中核 
ピアスタッフ 

実務者会議 
 
浦安 
（単独） 

4 11/ ① 受け入れ資源の調査報告 
② 協議、部会への提案事項

のまとめ 
③ ケースの進捗状況につい

て 
④ 代表者会議の準備 

南八幡ワ

ークス 
県 
市 障害 
  介護 
病院、事業所 
基幹、中核 
ピアスタッフ 

実務者会議 
 
市川 
浦安 
（共同） 

5 2/ ① 今年度の取り組みの報告 
② 来年度の取り組みの提案 
③ 全体協議 

市川保健

所 
代表者会議構成員 代表者会議 

6 3/ ① 今年度の報告、まとめ 
② 代表者会議の報告 
③ 来年度の事業計画（案）、

取り組み予定 
④ ケースの進捗状況につい

て 

南八幡ワ

ークス 
県 
市 障害 
  介護 
病院、事業所 
基幹、中核 
ピアスタッフ 

実務者会議 
 
市川 
浦安 
（共同） 

 



2019.04.11 相談支援部会資料 
 

高次脳障害児・者サポート会議 
 
開催：H３１年 ３月２６日 
 
１）千葉リハ高次脳支援センタースタッフと地域の事業所による定例の事例検討 
① 介護保険デイサービス事業所より 

介護保険利用中の 50 代男性。 
本人の日中活動、就労支援、家族支援などについて 

 
 
 
２）GSV の課題について 
  ①H30 年度 GSVの地域課題についての共有。 
  来年度の会議で取り組めそうなものの意見出しや確認 
 
  ②2019 年度は介護保険 2 号保険者のサービス情報収集や、事例提出のお願いなども検
討していく。 
 
 
次回は５月２８日 １８：３０～ ふれあいセンター支援ルーム 

相談したい事例については、障害者支援課に連絡をお願いします。 



令和元年度 第 1 回 自立支援協議会  生活支援部会 
 

1. 部会    
  5 月 14 日に、今年度第 1 回の生活支援部会を開催。 

・障害者支援課よりレスパイト補助金についての説明 
 ・拠点ワーキングチームの進捗状況の共有 
 ・各会議、連絡会等からの報告 

2. 各連絡会・会議等の活動報告 

(１）日中活動連絡会    
  例年通り、偶数月に開催予定。 
  昨年度、利用者（保護者）の高齢化のアンケート調査を行ったり、 
   介護保険の勉強会を行ったりしているが、さらに一歩進んだ検討をしたい。 
   共生型サービスも話題にあがっている。 
 

 （２）グループホーム（GH）等連絡協議会  
  ・4 月 25 日開催  第 2 回世話人交流会 「グループホームお悩み共有座談会」 
   悩みの意見交換を行った。ＧＨの経営支援・食事支援・金銭管理・外部と如何に関わるか、 

など。 
・6 月に今年度の総会がある。管理者・サビ管の交流会予定。 

 

 （３）居宅支援連絡会  
     幹事会を開催し、今年度の予定を検討する。人材確保についてが問題。 
  
 （４）重心サポート会議  
   ・どれみ♪ブックの改定をした。6 月頃配布予定。 

・研修会を 3 回開催する予定。 
・お泊りどれみ♪を梨香園を借りて行う。 
・今まで重心の方の人数把握ができてなかった。昨年県がアンケートをしたのでそれを基 
に、今年度把握したい。 

  
3 地域生活支援拠点    

 
ワーキングチームの話合いを月 1 回のペースで継続中。   → 議題 4 

 
4．人材確保のための自立支援協議会としての取り組みについて（提案） 
     

過去には、生活支援部会の中で人材確保の取り組みを行ってきた経緯があるが、 
（千葉県の福祉・介護人材確保対策事業補助金を利用したハートフルセミナーの 
開催、障害者週間に人材コーナーを設置等）、一時的ではなく継続的な取り組みに 
していくためには、人材確保・定着に特化した場が必要と思われる。 

 
  以上 

資料 2-2 



就労支援部会からの報告 

 

〇就労支援担当者会議今後の議題 

１． 就労支援事業所説明会…内容検討、HW 合同面接会での場所確保 

２． 雇用促進セミナー…障害者就業・生活支援センター 未達成企業相談会との 

コラボレーション企画としても検討 

３． 就労支援部会研修 

※その他 

意見の積み上げ…B 型アセスメント内容、支給決定基準の確認＆意見交換会 

情報共有…事例検討、求人情報、HW からのお知らせ 他 

 

 

〇福祉的就労担当者会議からの報告 

今年度の議題について 

１． お仕事情報の共有 

２． 事業所ガイドブックの更新 

３． 事例検討 

４． 商工会議所会報にお仕事受注の広告依頼 
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令和元年度 こども部会と関連会議の日程について 
 
１． こども部会 

第一回 令和元年１０月１１日（金） １４時～１６時 大洲ふれあい３階 
第二回 令和２年 ２月 ７日（金） 同上      同上 
 

２． 障害児支援連絡会 
第一回 令和元年 ６月２８日（金） １０時～１２時 大洲ふれあい２階 
第二回     １０月 ４日（金） 同上      同上 
第三回 令和２年 １月１７日（金） 同上      同上 

 
３． 重心サポート会議（医療的ケア児連絡会） 

第一回 令和元年 ６月２７日（木） １９時～２１時 大洲ふれあい３階 
第二回     １２月１２日（木） 同上      同上 
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平成 30 年 5 月 30 日 

  市川市障害者団体連絡会報告(第１回自立支援協議会資料) 

 

【第4回定期総会及び第１回本会議】 

日時：令和元年5月22日午後１時から午後３時 

場所：急病診療・ふれあいセンター2階 集会室 

参加者：構成21団体中(出席18団体、委任状2団体） 約40名参加 

【第4回定期総会】 

来賓挨拶 

市川市長よりメッセージ（障がい者支援課野口主幹代読） 

市川市自立支援協議会山﨑会長、船橋市障害福祉団体連絡協議会平田会長 

講話 

市川市地域防災課立花課長 「大規模災害の経験を踏まえた市川市の防災対策について」 

市川市危機管理課仙波課長  「女性の視点を活かした減災対策について」 

議事 

①平成30年度活動報告 

②平成30年度決算報告 

③監査報告 

④令和元年度活動計画 

・本会議予定 

第1回本会議(5月22日)防災訓練について等 

第2回本会議(9月18日)勉強会（内容は未定）、防災訓練報告 

  第3回本会議(11月13日)障害者週間について他 

  第4回本会議(2月26日)勉強会（内容は未定）振り返りと次年度計画 

・役員会、4/26、6/21、8/2、10/4、1/17、3/13（10時～12時）を予定 

・障害者週間への参加  

・障害者団体紹介パンフの再版 

⑤令和元年度予算 

以上が承認された。 

 

第1回本会議 

①市川市総合防災訓練（8月25日）8時30分～13時 予定。 

市川市立福栄中学校（メイン会場）・・・避難所開設訓練など 

近隣福祉施設3か所・・・福祉避難所開設訓練、要配慮者搬送訓練など 

広尾防災公園・・・医療救護所開設訓練など 

②社会福祉審議会委員推薦について 

                                   以上 
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（仮称）市川市在宅障害者（児）緊急支援事業の関連予算（案）                 コーディネーター 

                                                              

        新たに予算措置が必要 

        既定予算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 市補助金交付施設    市補助金非交付施設 
＜利用料の支払＞                                     ＜利用料の支払＞            ＜利用料の支払＞   

 
 
 

          利用者   支援員                         支援員  利用者        支援員  利用者 

                                       
    

 

※レスパイト施設運営補助金交付施設は、利用料が他の施設より廉価となっている

ため障害者（児）一時介護料助成を受けることはできない。 

Ⅳ 

Ⅲ 

４ 

短期入所施設

 

  

 

レスパイト施設 

３ 

制度外の施設 

２ 

１ Ⅱ Ⅰ 

Ⅰ【空床の確保】賃借料 

緊急時、確実に支援を行うた

め、短期入所施設に賃借料を

支払い、空床 1床を確保。 

 

Ⅳ【コーディネートの委託】委託料 

障害者（児）の支援のコーディネー

トを行う。 

資料 3 

４【障害者（児）一時介護料助成】扶助費 

レスパイト利用料の 8割～全額（年 3万円

～6万円限度）を助成。 

Ⅱ【支援員への手当】報償金 

市が必要と判断した利用者の同行（宿泊）支

援員に対し手当（報償金）を支給。 

3【レスパイト施設運営補助】補助金 

年 404万円を限度に市内 4～6施設（令和

元年度見込）に補助金を交付。 

Ⅲ【緊急支援利用料助成】扶助費 

レスパイト施設等で支援を受けた生活保

護・市民税非課税世帯の障害者（児）に対し

て利用料の助成を行う。 

１【障害福祉サービス費】扶助費 

利用者の区分に応じて通常の障

害福祉サービス費（扶助費・短期

入所）を支払。 

２【特例介護給付費】扶助費 

区分が出ていない利用者のサービス費用に

ついては特例介護給付費で対応。 

市川市 
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